
（別紙４）

〜 令和7年4⽉30⽇
（対象者数） 9 （回答者数） 4

〜 令和7年4⽉30⽇
（対象者数） 2⼈ （回答者数） 2⼈

〜 令和7年4⽉30⽇
（対象数） 9 （回答数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

引き続き、訪問⽀援員がパイプ役となり、連携を取り合い
ながら⽀援に努めてまいります。

2

引き続き、事業所内でも課題を共有し、課題に合った⽀援
を⾏い、利⽤者様の課題の解消や軽減に努めてまいりま
す。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

2

3

○事業所名 放課後等デイサービス果実の⽊ ⾼江洲教室

○保護者評価実施期間 令和7年3⽉1⽇
○保護者評価有効回答数

令和7年3⽉1⽇
○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和7年4⽉30⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 令和7年3⽉1⽇

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

訪問⽀援員が学校に伺うことで、保護者様と学校側の連携が
密になりやすい。

学校やご家庭での様⼦を訪問⽀援員が積極的に聞き取りを⾏
い、情報共有を⾏っている。

学校側で課題が⾒られた場合、事業所でも課題にアプローチ
した⽀援ができる。

⾒つけた課題を事業所内でも共有を⾏い、⽀援に活かしてい
る。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


